














要約:和歌山県下で病院、保健所、児童相談所が関与した被虐待児症候群の実態調査を行

い、全体で 75 件、1993 年単年では 35 件の発生を報告した。当県は地域的、医療圏的に

独立性が高いことからこの数値は重要である。次に、具体的な症例を解析し、最も有効な

手段として児の施設滞在中に担当保健婦が早期介入することの重要性について報告した。

第 3 に今回の調査の信頼性を高める上で、1994 年にも調査を継続し、さらに、県教育委

員会、民生部などの協力をえて保育園、幼稚園、小中学校に拡大し、調査実施中である。

これらに基づいて虐待予防マニュアルを作成中である。


